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業種別の動向 

業況 DI 

売上高 DI 

前期 今期 次期見通し 

プラス域でやや改善、

次期は大幅改善見込み 

プラス域で改善、 

次期でも改善見込み 

金融（資金繰り）状況 

窮屈感 

前回調査とほぼ同水準の状況にあります。情報・流通・商業、サ

ービス業ではやや資金繰りに「窮屈感」が現われています。また

「5～10 人」の企業の資金繰りに高い「窮屈感」が出ています。 

景況天気：概況 

【全体の景況へのコメント】 

 本調査においては、県内経済が景気の「谷」から脱却し、改善へと向かっているとの結果が

出ています。特に建設業が景況全体を引っ張っていることから、いわゆる「夏枯れ」の時期が

過ぎ、下期で売上や利益が確保されつつあると思われます。年度末に向けて次期見通しも強気

です。ですが情報・流通・商業やサービス業では、景気回復への糸口がつかめないでいるよう

です。サービス業の業況判断 DI は、2017 年 10-12 月期をピークとして後退局面が続いていま

す。次期では「やや改善」を見込んでいますが、景気回復への足掛かりを見つけられずにいま

す。その間に資金繰りの「窮屈感」も高まっています。動向を注視する必要があります。 

人手の過不足 

不足感 

前回調査よりも「不足感」が高まっています。すべての業種、支

部では等しく、人手不足が広がる傾向にあります。正規従業員数

「20 人以上」の企業では、人材が逼迫しています。 

採算 DI 

従業員数・所定外労働 

やや増加 

従業員数は、やや増加傾向にあり、所定外労働時間の圧縮も落ち

着きつつあります。「横ばい」との回答も増えています。製造業

やサービス業で従業員数が大きく増加する傾向にあります。 

プラス域でやや改善、 

次期では横ばい見込み 
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業況 DI 

売上高 DI 

採算 DI 

プラス域で大幅な改善、

次期も楽観的な見方 

プラス域で大幅な改善、

次期も楽観的な見方 

プラス域で大幅な改善、

次期は後退を見込む 

業況 DI 

売上高 DI 

採算 DI 

大幅な悪化でマイナス

域、次期は大幅改善へ 

大幅な改善でプラス域

へ、次期はやや改善へ 

 

 
大幅改善でプラス域へ、

次期もやや改善見込み 

業況 DI 

売上高 DI 

採算 DI 

前期 今期 次期見通し 

マイナス域でやや悪化、

次期は大幅な改善見込み 

水面からマイナス域へ、

次期では改善を見込む 

マイナス域からプラス域

へ、次期も改善見込み 

情報・流通・商業 

業況 DI 

売上高 DI 

採算 DI 

前期 
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前期 今期 

今期 

次期見通し 建設業 

前期 今期 次期見通し 

次期見通し 

製造業 

プラス域で悪化、次期は

やや改善を見込む 

プラス域で悪化、 

次期も悪化を見込む 

プラス域で大幅な悪化、

次期もやや悪化を見込む 

サービス業 


